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 DNAM-1 遺伝子欠損マウスでは野生型に比較し、有意に GVHD の重症度が低く、生存期間が延
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et al, Blood, 1991, Taguchi K, Shibuya A, et al, 
Blood, 1992, Shibuya, et al, Blood, 1993, 




した（Shibuya A, et al, Immunity, 1996, 










に会合し（Shibuya, et al., Immunity 1999）、
LFA-1のコレセプターとしてこれらの細胞
に活性化シグナルを伝えることを明らか
にした（Shibuya, et al., J Exp Med 2003）。
また、DNAM-1とLFA-1との会合にはDNAM-1
のセリンのリン酸化が必須であること
(Shirakawa, et al., Int Immunol 2005)、また
LFA-1とともにリピドラフト会合すること






を明らかにした。(Kojima, et al. J Biol Chem 
2003) 






で あ る こ と を 明 ら か に し た 











グした（Tahara-Hanaoka, et al, Biochem 






















（Tahara-Hanaoka, et al., Blood 2006）。 
④ GVHD 病態における DNAM-1 の関
与 
申請者らはヒトの血清中に分子量が












から、遊離型 DNAM-1 が急性 GVHD の特異
的予知マーカーとなりうる事を示した
（特許出願 2006-106951、「移植片宿主  
病予知マーカー 」）。 
さらに亜致死量（400rad）の放射線































































③ マウス GVHD モデルにおける遊離型
DNAM-1 の定量 






①  急 性 GVHD の 病 態 に お け る
DNAM-1 の役割 





































中 和 抗 体 (TX42) を 作 製 し た
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